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●
中
台
関
係
を
め
ぐ
る
最
近
の
経
緯

（
１
）
中
国
に
よ
る
反
国
家
分
裂
法
の
制
定

台
湾
で
第
二
期
陳
水
扁
政
権
が
発
足
し
た
昨
年

五
月
、
中
国
が
台
湾
を
対
象
と
し
た
国
家
統
一
法

の
制
定
を
検
討
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
た
。
一
二

月
一
一
日
、
台
湾
立
法
委
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

野
党
ブ
ル
ー
陣
営
が
過
半
数
を
占
め
た
。
一
七
日

に
は
中
国
に
よ
る
反
国
家
分
裂
法
（
以
下
、
反
分

裂
法
）
制
定
に
向
け
た
動
き
が
報
じ
ら
れ
た
。
同

法
案
は
二
九
日
に
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
を

通
過
し
、
今
年
三
月
一
四
日
の
人
民
代
表
大
会
で

可
決
さ
れ
た
。

当
初
よ
り
、
同
法
案
は
台
湾
へ
の
武
力
行
使
を

規
定
す
る
も
の
だ
と
予
想
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

台
湾
の
み
な
ら
ず
、
日
米
も
同
法
案
に
懸
念
を
表

明
し
た
。
そ
こ
で
中
国
は
二
月
、
米
国
に
陳
雲
林

・
国
務
院
台
湾
事
務
弁
公
室
主
任
を
、
日
本
に
孫

亜
夫
・
同
副
主
任
を
派
遣
し
て
、
同
法
案
が
「
現

状
変
更
」
を
意
図
し
な
い
旨
、
日
米
の
理
解
を
求

め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
三
月
八
日
に
同
法
草

案
の
内
容
が
公
開
さ
れ
る
と
、
や
は
り
「
非
平
和

的
手
段
」
が
規
定
さ
れ
て
い
た
（
草
案
で
は
第
九

条
、
成
立
後
は
第
八
条
）。

（
２
）
台
湾
で
の
反
応

台
湾
側
で
は
関
係
改
善
の
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。

一
月
一
五
日
に
は
旧
正
月
の
チ
ャ
ー
タ
ー
航
空
便

が
初
め
て
中
台
を
直
航
（
た
だ
し
、
香
港
上
空
を

通
過
）
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
三

月
八
日
の
同
法
草
案
の
公
表
後
、
台
湾
の
行
政
院

大
陸
委
員
会
（
以
下
、
陸
委
会
）
は
中
国
が
「
台

湾
を
武
力
併
合
す
る
意
図
を
露
に
し
た
」
と
非
難

し
た
。
ま
た
台
湾
世
論
の
九
三
％
が
同
法
に
反
対

し
た
（
国
策
研
究
院
の
世
論
調
査
に
よ
る
）。
し

か
し
、『
人
民
日
報
』（
中
国
共
産
党
機
関
紙
）
と

新
華
社
（
中
国
政
府
直
属
の
通
信
社
）
は
「
台
湾

世
論
が
反
分
裂
法
に
賛
成
し
て
い
る
」
と
報
道
し

た
た
め
、
陸
委
会
は
こ
れ
を
歪
曲
報
道
だ
と
し
て
、

両
社
の
台
湾
で
の
取
材
許
可
を
取
消
し
た
。
立
法

院
で
は
、
中
国
に
抗
議
す
る
た
め
、
台
湾
団
結
連

盟
（
以
下
、
台
連
）
の
「
反
侵
略
和
平
法
案
」
や

親
民
党
の
「
海
峡
両
岸
和
平
促
進
法
案
」
が
提
案

さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
不
成
立
と
な
っ
た
。

一
方
、
三
月
二
六
日
付
け
『
経
済
日
報
』（
台

湾
）
は
、
許
文
龍
・
元
奇
美
グ
ル
ー
プ
会
長
の

「
引
退
宣
言
」
を
掲
載
し
た
。
許
氏
は
民
進
党
の

支
援
者
で
あ
っ
た
が
、「
引
退
宣
言
」
で
は
①
台

湾
と
中
国
（
大
陸
）
は
「
一
つ
の
中
国
」
に
属
す

る
、
②
台
湾
独
立
を
支
持
し
て
い
な
い
、
③
反
分

裂
法
制
定
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。

た
だ
し
、
同
氏
の
引
退
は
昨
年
の
こ
と
で
あ
り
、

「
引
退
宣
言
」
の
文
章
は
中
国
独
特
の
用
語
も
含

ん
で
い
た
た
め
、
中
国
側
の
圧
力
に
屈
し
た
も
の

だ
と
言
わ
れ
た
（
な
お
、
奇
美
グ
ル
ー
プ
は
そ
の

後
、
中
国
事
業
拡
大
に
動
い
た
た
め
、
中
国
側
か

ら
見
返
り
を
得
た
と
の
疑
惑
も
あ
る
）。

さ
ら
に
、
三
月
二
八
日
か
ら
江
丙
坤
・
国
民
党

副
主
席
が
訪
中
し
た
。
そ
し
て
三
○
日
、
陳
雲
林

・
中
国
共
産
党
台
湾
事
務
弁
公
室
（
国
務
院
同
弁

公
室
主
任
を
兼
任
）
主
任
と
の
間
で
一
○
項
目
の

合
意
を
発
表
し
た
（
中
国
側
で
は
一
二
項
目
）。

さ
ら
に
、
三
一
日
の
賈
慶
林
・
全
国
政
治
協
商
会

議
主
席
と
の
会
談
で
は
連
戦
・
国
民
党
主
席
の
訪

中
を
要
請
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
連
戦
・
国
民

党
主
席
は
訪
中
し
（
四
月
二
六
日
〜
五
月
三
日
）、

胡
錦
濤
・
中
国
共
産
党
総
書
記
と
の
会
談
で
五
項

目
か
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に

宋
楚
瑜
・
親
民
党
主
席
も
続
い
て
訪
中
し
（
五
月

五
〜
一
三
日
）、
や
は
り
胡
総
書
記
と
の
会
談
に

お
い
て
、
六
項
目
か
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
発
表

し
た
。

●
台
湾
野
党
党
首
は
、
な
ぜ
訪
中
し
た

の
か
？

こ
う
し
た
台
湾
側
の
事
情
に
つ
い
て
、
野
党
党

首
に
よ
る
訪
中
を
中
心
に
、
分
析
を
行
い
た
い
。

国
民
党
は
、
昨
年
一
二
月
の
立
法
委
員
選
挙
後
、

陳
水
扁
政
権
へ
の
揺
さ
ぶ
り
を
強
め
た
。
最
初
に

江
丙
坤
を
行
政
院
長
（
首
相
）
に
任
命
す
る
よ
う

陳
総
統
に
迫
っ
た
が
、
拒
否
さ
れ
た
。
そ
こ
で
次

に
、
一
月
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
交
渉
で
は
、
台
湾
政

府
か
ら
委
託
を
受
け
た
交
渉
団
よ
り
少
し
先
に
、

章
（
蒋
）
孝
厳
・
立
法
委
員
ら
を
中
国
に
派
遣
し

た
。
国
民
党
な
ら
対
中
関
係
の
改
善
や
進
展
が
可

能
だ
と
有
権
者
に
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
反
分
裂
法
の
制
定
後
は
、
訪
中
に

よ
っ
て
世
論
の
反
感
を
買
う
リ
ス
ク
も
考
え
ら
れ

た
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
、
江
丙
坤
や
連
戦
は
敢
え

て
訪
中
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
一
の
理
由
は
、
野
党
ブ
ル
ー
陣
営
内
の
競
争

で
あ
る
。
陳
総
統
は
立
法
院
運
営
の
円
滑
化
の
た

め
、
宋
楚
瑜
・
親
民
党
主
席
に
協
力
を
求
め
、
二

月
二
四
日
に
会
談
を
行
っ
た
。
陳
総
統
は
以
前
に

ト
レ
ン
ド
リ
ポー

ト

中国による反国家分裂法制定と
台湾野党党首の中国訪問

竹内孝之
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提
起
し
た
「
五
つ
の
ノ
ー
」（
中
国
語
は
「
四
不

一
没
有
」）、「
平
和
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
構
想
」
な

ど
穏
健
な
対
中
政
策
や
性
急
な
憲
政
改
革
の
自
粛
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
融
和
促
進
を
再
確
認
し

た
。
そ
の
代
わ
り
、
親
民
党
は
米
国
製
兵
器
購
入

予
算
案
な
ど
の
立
法
院
通
過
に
関
す
る
協
力
と
、

昨
年
の
総
統
選
挙
結
果
の
受
け
入
れ
を
求
め
ら
れ

た
。民

進
党
と
親
民
党
の
合
計
議
席
は
立
法
院
の
過

半
数
を
超
え
る
。
両
党
が
協
力
す
れ
ば
、
国
民
党

は
立
法
院
の
主
導
権
を
失
う
。
ま
た
、
陳
政
権
が

一
月
に
死
去
し
た
辜
振
甫
・
海
峡
交
流
基
金
会
理

事
長
の
後
任
に
宋
楚
瑜
を
立
て
、
対
中
関
係
の
改

善
を
模
索
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
国
民

党
は
巻
き
返
し
を
迫
ら
れ
、
連
戦
・
同
党
主
席
の

訪
中
を
打
ち
出
し
た
。
だ
が
、
今
度
は
宋
楚
瑜
・

親
民
党
主
席
が
国
民
党
を
巻
き
返
す
た
め
、
訪
中

に
踏
み
切
り
、
結
果
的
に
親
民
党
と
民
進
党
と
の

関
係
悪
化
を
招
い
た
。
国
民
党
の
巻
き
返
し
は
、

ひ
と
ま
ず
成
功
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
の
理
由
は
国
民
大
会
代
表
選
挙
（
五
月
一

四
日
）
で
あ
る
。
国
民
大
会
の
任
務
は
憲
法
改
正

の
承
認
だ
け
で
あ
る
。（
詳
細
は
、
本
誌
四
○
ペ

ー
ジ
参
照
）
し
か
し
、
各
党
が
支
持
率
を
確
認
し
、

勢
力
を
誇
示
す
る
機
会
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
同

選
挙
前
に
訪
中
し
、
得
点
稼
ぎ
が
必
要
で
あ
っ
た
。

特
に
宋
楚
瑜
の
状
況
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
親
民
党

は
陳
宋
会
談
で
の
妥
協
を
め
ぐ
り
賛
否
が
割
れ
た
。

同
選
挙
の
不
振
は
、
親
民
党
解
体
の
危
機
を
招
く

危
険
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宋
楚
瑜
は
連
戦
よ
り

早
い
訪
中
を
目
指
し
た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
。

同
選
挙
で
国
民
党
は
得
票
率
を
伸
ば
し
、
親
民

党
は
惨
敗
に
終
わ
っ
た
。
た
だ
し
、
訪
中
の
順
番

に
よ
る
影
響
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
二
大
政

党
制
に
対
す
る
世
論
の
期
待
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
理
由
は
、
中
国
側
が
曖
昧
な
表
現
を
用

い
な
が
ら
、
台
湾
世
論
に
関
係
改
善
の
期
待
を
抱

か
せ
る
戦
術
を
講
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、

次
節
で
詳
述
す
る
。

●
反
国
家
分
裂
法
の
曖
昧
さ

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
中
国
は
反
分
裂
法
を
制
定
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
側
の
主
張
や
同
法
の
条
文

を
み
る
と
、「
台
湾
独
立
」
の
阻
止
と
現
状
維
持

が
目
的
で
あ
る
と
い
う
。
で
は
、
中
国
側
の
い
う

「
台
湾
独
立
」
の
定
義
や
現
状
認
識
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
１
）
現
状
認
識
の
曖
昧
さ

ま
ず
同
法
の
名
称
か
ら
は
、
中
国
は
未
だ
分
裂

し
て
い
な
い
と
の
現
状
認
識
が
見
受
け
ら
れ
る
。

第
二
条
に
は
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
中
国
が
あ
り
、

大
陸
と
台
湾
は
と
も
に
一
つ
の
中
国
に
属
す
る
」

と
あ
る
。「
大
陸
」
と
は
中
国
の
実
行
支
配
領
域

で
あ
る
。
一
見
、
台
湾
と
大
陸
は
平
等
な
位
置
づ

け
に
見
え
る
。
だ
が
、
他
の
条
文
に
は
、「
中
国
」

＝
国
家
＝
「
大
陸
」
政
府
と
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な

い
記
述
も
多
い
。
つ
ま
り
、
中
国
は
台
湾
を
「
中

華
民
国
」
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

反
分
裂
法
の
曖
昧
さ
は
、
台
湾
の
国
家
統
一
綱

領
と
共
通
点
が
あ
る
。
た
だ
し
、
台
湾
の
同
綱
領

は
法
律
で
な
く
、
政
府
方
針
を
示
し
た
行
政
文
書

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
綱
領
第
三
条
「
大
陸
と

台
湾
は
同
じ
く
、
中
国
の
領
土
で
あ
る
」
と
の
記

述
は
、
反
分
裂
法
第
二
条
に
似
て
い
る
。
当
時
の

台
湾
に
は
「
中
華
民
国
」
版
の
「
一
つ
の
中
国
」

原
則
が
残
っ
て
お
り
、「
大
陸
」
を
「
中
華
人
民

共
和
国
」
と
し
て
承
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

お
互
い
の
国
号
を
伏
せ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）「
台
湾
独
立
」
の
定
義
の
曖
昧
さ

曖
昧
な
現
状
認
識
は
、「
台
湾
独
立
」
の
定
義

も
妨
げ
て
い
る
。「
中
華
民
国
」
が
存
在
し
な
い

の
な
ら
、
中
華
民
国
憲
法
も
既
に
無
効
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
同
憲
法
の
改
正
を
通
じ
た
台
湾
の

「
法
理
独
立
」（
四
一
ペ
ー
ジ
参
照
）
や
、「
中
華

民
国
」
の
台
湾
統
治
を
違
法
と
み
な
す
「
台
湾
地

位
未
定
論
」（
参
考
文
献
②
を
参
照
）
は
何
ら
脅

威
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
中
華
民
国
体
制
の
維
持

を
重
視
す
る
野
党
ブ
ル
ー
陣
営
と
中
国
が
対
立
す

る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
中
国
は
連
戦
・
国
民
党

主
席
の
国
家
連
合
構
想
（
二
○
○
一
年
）
に
反
対

し
て
い
る
。
一
国
家
二
制
度
の
他
は
、
全
て
が

「
台
湾
独
立
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

（
３
）「
非 

平
和
的
手
段
」
の
発
動
要
件
の
曖

昧
さ

ま
た
、
国
際
的
に
問
題
視
さ
れ
た
「
非
平
和
的

手
段
」（
反
分
裂
法
第
八
条
）
の
発
動
要
件
で
あ

る
「
台
湾
に
よ
る
中
国
か
ら
の
分
裂
」
や
「
平
和

統
一
の
可
能
性
の
完
全
な
喪
失
」
と
は
、
具
体
的

に
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。「
中
華
民
国
」版
「
一

つ
の
中
国
」
原
則
か
ら
見
れ
ば
、
一
九
四
九
年
の

「
中
華
人
民
共
和
国
建
国
」
こ
そ
が
「
中
国
」
分

裂
の
原
因
で
あ
る
。
さ
ら
に
中
国
は
連
戦
・
国
民

党
主
席
の
国
家
連
合
構
想
や
、
陳
総
統
の
統
合
論
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（
二
○
○
一
年
）
を
拒
否
し
て
お
り
、
自
ら
統
一

の
可
能
性
を
閉
ざ
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

台
湾
側
か
ら
指
摘
が
な
い
た
め
、
中
国
は
「
中
華

人
民
共
和
国
建
国
」
に
つ
い
て
弁
解
を
免
れ
て
い

る
。ま

た
「
非
平
和
的
手
段
」
は
台
湾
本
島
の
攻
撃

の
他
、
一
九
九
六
年
の
ミ
サ
イ
ル
演
習
の
よ
う
な

威
嚇
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
反
分
裂
法
は
統

一
法
か
ら
後
退
な
い
し
譲
歩
し
た
も
の
だ
と
の
指

摘
も
あ
る
（
参
考
文
献
③
を
参
照
）。
た
だ
し
、

「
非
平
和
的
手
段
」
の
発
動
に
あ
た
り
、
国
務
院

・
中
央
軍
事
委
員
会
に
よ
る
解
釈
幅
が
大
き
い
た

め
（
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
へ
は
報
告

の
み
が
求
め
ら
れ
る
）、
将
来
に
不
安
を
残
す
。

む
し
ろ
、
統
一
法
だ
っ
た
と
し
て
も
、「
非
平
和

的
手
段
」
を
排
除
し
、
分
裂
状
態
に
関
す
る
認
識

と
「
中
華
民
国
」
の
扱
い
を
明
確
に
す
れ
ば
、
中

台
間
の
緊
張
に
直
結
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
反
分
裂
法
は
長
期
的
な
戦
略
に

基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
も
し
中

国
が
平
和
統
一
の
方
法
を
真
剣
に
考
慮
す
る
の
な

ら
、
反
分
裂
法
は
そ
の
障
害
に
な
り
う
る
。
い
ず

れ
、
改
正
や
廃
止
も
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

●
台
湾
野
党
党
首
に
よ
る
訪
中
の
意
味

（
１
）
台
湾
世
論
の
懐
柔

分
裂
法
の
曖
昧
さ
は
弱
点
で
も
あ
る
。
し
か
し

中
国
は
、
台
湾
の
野
党
党
首
に
よ
る
訪
中
を
実
現

さ
せ
、「
非
平
和
的
手
段
」
を
撤
回
し
な
い
ま
ま
、

平
和
ム
ー
ド
を
醸
し
出
し
た
。
ま
た
詳
細
を
曖
昧

に
し
た
ま
ま
、
玉
虫
色
の
合
意
文
書
を
発
表
し
、

台
湾
世
論
に
好
印
象
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
連
戦

や
宋
楚
瑜
と
の
合
意
で
、
中
国
は
以
下
の
項
目
を

盛
り
込
ん
だ
。

①
一
九
九
二
年
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
平
等
な
交
渉

②
平
和
メ
カ
ニ
ズ
ム
・
相
互
信
頼
醸
成

③
経
済
（
三
通
・
農
業
協
力
・
経
済
統
合
）

④
Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど
へ
の
台
湾
の
関
与

し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
台
湾
の
地
位
や
名
称
が

明
確
に
な
ら
な
い
と
実
現
し
な
い
問
題
で
あ
る
。

中
国
は
台
湾
が
「
中
国
台
湾
」（Taiw

an, C
hina

）

を
名
乗
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
は
香
港

（「
中
国
香
港
」）
と
同
じ
地
位
に
あ
る
こ
と
を
示

す
名
称
で
あ
る
。
五
月
一
六
日
、
中
国
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

事
務
局
と
の
間
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
台
湾
へ
の
関
与

に
つ
い
て
覚
書
を
交
わ
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
台

湾
の
求
め
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
大
会
へ
の
代
表
団
派
遣
で
は

な
く
、「
中
国
台
湾
」
の
名
義
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
の
技

術
交
流
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
農
業
協
力
に
つ
い
て
は
、
中
国
側
の
台
湾

産
農
産
物
に
対
す
る
関
税
免
除
を
含
む
と
さ
れ
た

が
、
そ
れ
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
最
恵
国
待
遇
義
務
に
違
反

す
る
。

連
戦
と
の
み
合
意
し
た
項
目
に
は
、

⑤
国
共
両
党
間
の
定
期
対
話
の
実
施

が
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
が
国
民
党
を
重
視
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
２
）
連
戦
に
よ
る
院
政
の
可
能
性

連
戦
・
国
民
党
主
席
は
、
訪
中
に
よ
り
国
民
党

内
の
影
響
力
や
ブ
ル
ー
陣
営
支
持
者
の
評
判
を
高

め
た
。
七
月
に
連
戦
は
党
主
席
を
退
任
す
る
が
、

次
期
主
席
候
補
で
あ
る
王
金
平
・
立
法
院
院
長
、
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馬
英
九
・
台
北
市
長
と
も
、
連
戦
に
名
誉
主
席
就

任
を
求
め
る
と
表
明
し
た
。
王
金
平
は
李
登
輝
・

前
総
統
に
近
く
、
二
○
○
四
年
総
統
選
挙
期
間
中

に
「
台
湾
独
立
も
選
択
肢
の
一
つ
」
と
発
言
し
た

こ
と
も
あ
る
。
連
戦
の
引
退
は
中
国
に
と
っ
て
リ

ス
ク
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
院
政
に
よ
り
国
民

党
の
台
湾
化
が
抑
制
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
３
）
民
進
党
・
親
民
党
協
力
の
解
消

宋
楚
瑜
・
親
民
党
主
席
は
連
戦
・
国
民
党
主
席

よ
り
も
踏
み
込
み
、
訪
中
時
の
合
意
に
敢
え
て

「
一
つ
の
中
国
」
原
則
や
「
台
湾
正
名
」・「
法
理

独
立
」
へ
の
反
対
を
盛
り
込
ん
だ
。
そ
の
た
め
、

陳
水
扁
総
統
や
民
進
党
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
そ

の
協
力
関
係
は
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
戦
術
的
曖
昧
さ
の
有
効
性
と
限
界

昨
年
の
台
湾
立
法
委
員
選
挙
後
、
中
国
は
確
か

に
台
湾
政
治
に
対
す
る
影
響
力
を
発
揮
し
て
き
た
。

従
来
は
台
湾
の
統
一
派
や
今
日
の
ブ
ル
ー
陣
営
の

要
請
を
受
け
て
、
中
国
が
李
登
輝
政
権
や
民
進
党

に
対
し
て
強
硬
な
態
度
に
出
た
り
、
慎
重
な
対
応

に
と
ど
め
た
り
し
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、

今
回
、
中
国
は
逆
に
台
湾
の
ブ
ル
ー
陣
営
を
利
用

し
、
台
湾
政
局
を
自
ら
の
好
ま
し
い
方
向
に
誘
導

し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
反
分
裂
法
の
悪
い
印
象

を
覆
い
隠
し
、
台
湾
世
論
に
中
台
の
緊
張
緩
和
や

国
際
参
加
の
可
能
性
と
い
っ
た
一
時
の
期
待
も
抱

か
せ
た
。
台
湾
政
策
に
お
い
て
、
中
国
が
以
前
よ

り
巧
妙
さ
を
増
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
の
成
因
は
、
中
国
側
の
曖
昧
な
表
現
で
あ
る
。

武
力
行
使
で
は
な
く
「
非
平
和
的
手
段
」
と
述
べ

た
。「
台
湾
独
立
」
の
定
義
は
自
ら
語
ら
ず
、
台

湾
の
ブ
ル
ー
陣
営
に
任
せ
た
。
台
湾
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ

「
参
加
」
問
題
を
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
台
湾
へ
の

「
関
与
」
と
す
り
替
え
よ
う
と
し
た
。
中
国
側
は

要
人
が
台
湾
の
野
党
党
首
に
応
対
し
た
が
、
多
く

は
党
の
身
分
を
用
い
た
。
し
か
し
、
中
国
側
が
政

府
と
し
て
の
対
応
を
避
け
、
台
湾
側
も
政
府
で
は

な
く
、
政
党
の
み
が
関
与
す
る
限
り
、
統
一
は
あ

り
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
過
渡
期
の
対
応
を
続
け

る
中
国
側
の
対
応
は
「
戦
術
的
曖
昧
さ
」
と
表
現

で
き
る
。

し
か
し
、
国
民
大
会
代
表
選
挙
に
お
け
る
ブ
ル

ー
陣
営
の
得
票
率
は
、
グ
リ
ー
ン
陣
営
に
及
ば
な

か
っ
た
。
中
国
が
文
言
中
で
台
湾
と
大
陸
を
等
し

く
並
べ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
台
湾
（「
中
華
民

国
」）
も
国
家
で
あ
る
と
承
認
す
れ
ば
、
グ
リ
ー

ン
陣
営
の
支
持
者
も
ブ
ル
ー
陣
営
に
投
票
し
た
か

も
し
れ
な
い
。
そ
こ
ま
で
踏
み
切
れ
な
い
こ
と
が
、

「
戦
術
的
曖
昧
さ
」
の
限
界
と
言
え
る
。

中
国
が
将
来
「
戦
術
的
曖
昧
さ
」
を
放
棄
す
る

可
能
性
は
、
極
め
て
低
い
。
し
か
し
、
台
湾
側
で

は
、
台
湾
の
地
位
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
統
一
を

促
進
す
る
戦
略
と
し
て
、
国
家
連
合
構
想
や
統
合

論
が
提
起
さ
れ
た
。
ま
た
「
二
国
論
」
は
誤
解
さ

れ
が
ち
だ
が
、
本
来
は
「
特
殊
な
国
と
国
の
関

係
」
と
い
う
旧
東
西
ド
イ
ツ
関
係
を
モ
デ
ル
と
す

る
統
一
促
進
案
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
①
、
④
、

⑤
を
参
照
）。
さ
ら
に
中
国
で
も
「
国
家
連
合
に

近
い
」
連
邦
制
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
議
論
を
政
策
化
す
る
に
は
、
ま
ず
中

国
政
府
に
よ
る
分
裂
状
態
の
認
知
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
れ
を
避
け
続
け
れ
ば
、
台
湾
で
は
「
台
湾

地
位
未
定
論
」
の
普
及
す
る
余
地
が
生
ま
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

（
た 

け
う
ち

た
か
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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